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日刊スポーツ×ハッシャダイソーシャル 合同企画特別講演会

　令和７年３月１０日（月）、日刊スポーツ・ハッシャダイソーシャル合同企画特
別講演会が本校で実施されました。  講師は元阪神タイガース投手、現プロ野球解
説者である岩田稔氏。 ファシリテーターを一般社団法人ハッシャダイソーシャル
代表理事の勝山恵一氏、三浦宗一郎氏が務めました。岩田氏は高校２年生の冬に１
型糖尿病を発症して人生の大きな転換点を迎えます。 しかし、逆境を乗り越え、大
学進学を経て阪神タイガースに入団。   左腕のエース格として活躍し、日本代表と
しても２００９年第１回WBCで世界一メンバーとなりました。２０年５月には１
型糖尿病の根治を目指した研究への助成基金として 「岩田稔基金」を設立し、継続
的に社会貢献活動を続けています。   常に前向きに、人生を肯定的に捉えるその姿
勢は、これから多くの選択をしていく生徒たちにとって大変貴重な生き方、在り方
の模範となったはずです。
　関係機関の皆様、このような機会をくださり本当にありがとうございました。

第６１回卒業証書授与式

　令和７年３月１日（土）、第６１回卒業証書授与式が挙行されました。保護者、在校生、地域の皆様、教職員など多くの人に見送られ
て学び舎を巣立ちました。松浦高校の３年間で学んだこと、身に付けたことを、社会で存分に発揮してほしいと願っています。
　　   

「１０代の私（あなた）へ　　―それでもなお、人生は選べる―」µ

答辞 : 卒業生代表　西脇 琉生さん
（地域科学科３年 御厨中出身）

1年生では、長崎県営野球場で野球の試合を応援したこと、２年生では、東京への修学旅行、３年
生では準備期間が非常に短い中、５月に開催された体育祭が思い出深く残っています。ここで培った
「大きな目標に向かって努力する姿勢」は進路実現にも活かすことができました。そして「まつナビ・
プロジェクト」では、地域や自分の将来について考える機会を多くいただき、地域への愛情も深まりま
した。この思い出深い高校生活は、先生方の支えがあったからこそできたものだと実感しています。
未熟だった私たちがここまで成長できたのも、先生方のご指導のおかげです。三年間大変お世話にな
りました。そして一番近くで見守り支えてくれた母。これまで当たり前だと思っていたようなことも、母
の陰ながらの支えがあったからこそできていたのだと気付き、今ではとても感謝して
います。松浦高校で過ごした三年間は短くとても色濃いものでした。
それぞれがいろいろな困難にぶつかり、いろいろなことを学びました。
それらがこれからの私たちの糧となり、夢に向かっていく力となります。
夢への道のりは決して平坦な道ではないと思いますが、最後まで諦めず、
全力で挑んでいきます。

 



１年生★まつナビ班別構想発表会

松高ホームページ

今後の行事予定等
ホームページで
確認できます

まつうら仕事図鑑完成 !!

第２回 高校生トートバッグデザインコンテスト

　専門学校メトロITビジネスカレッジ主催のトートバッグコンテストで、本校美術部の
松坂 咲良 さん（地域科学科2年 御厨中出身）が見事、優秀賞を受賞しました。 松坂さん
は今年度２度目のコンテスト受賞です。次年度も期待しています！！

　　　

●祝

　令和７年３月５日（水）に、本校コモンホールにて「プレまつナビ課題構想発表会」を実施しました。少子高齢化や空き家問題、ゴミ、リサ
イクル等環境問題、松浦をもっと明るく...等、各グループが地域課題探究に向けた構想や追究していきたいテーマについて発表をしました。
この経験を通して、さらなるプレゼンテーション能力の向上や今後の活動の改善につなげていきます。２年生で実施する課題探究発表会
に向けて、今後どのように活動が深まっていくのかが楽しみです。

おめでとう！！

先日、私が小さい頃の写真がでてきて、その頃、家の前にコスモス畑がありそこでよく遊んでいたことを
思い出し、コスモスの夢を見ている場面を描きました。そのことを祖母と話し、アドバイスをもらいながら
描きました。祖母も受賞をとても喜んでくれたので良かったです。
 

　この度、１年生がまつナビ・プロジェクトで取り組
んだ「まつうら仕事図鑑」が無事完成しました。１学
期に、班ごとに市内の企業を訪問してインタビューや
写真撮影を行い、２学期にインタビューした内容を記
事にまとめたり、表紙のデザインやレイアウトなどの
編集作業を行い、素敵な１冊に仕上がりました。この
あと市内の小・中学校に配布されます。小・中学生に
も分かりやすいようにまとめてあり、松浦の企業の魅
力が盛り沢山です。
　制作にあたり、松浦市内の様々な業種の方々にお忙
しい中ご協力いただきありがとうございました。また、
前回に引き続き、みやだデザイン様には大変お世話に
なりました。

                                                                                           Stay hungry　Stay foolish　　　　　　　　　　　　　校長　舟越　裕
　この言葉は、3月1日卒業式における式辞のネタの１つです。この言葉は、iphoneを世に送り出したAppleの創業者スティーブ・ジョブ
ズが、今から20年前に行った伝説のスピーチで述べたものです。 直訳すると「貪欲であり続けなさい。愚直であり続けなさい。」となりま
すが、卒業生には、「ハングリー精神を持ち続よ、小さくまとまった人間になるな」と意訳して伝えました。
　私は教員生活30年になりますが、 教員としての在り方の根本には、 授業を含めた教育活動の中で、 生徒が未来を考える際の支援に
関わりたいという気持ちがあり、生徒には本気で自分の生き方や未来のことを考えてほしいと願っています。 前月号で 「理想の大人」に
ついて書きましたが、予測困難な時代で未来を切り拓いていくには、自分の「強み」を生かすことが非常に重要です。 「強み」を伸ばす意
味でも、‶Stay hungry　Stay foolish″という言葉は、心に刻んでおいてほしいと願っています。
　3年間という短い間でしたが、地域の皆様には大変お世話になりました。ありがとうございました。
「授業、まつナビ、DXハイスクール･･･」　魅力あふれる松高を、これらもよろしくお願いします。 


